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映画「靖国」上映中止問題

最近、こんなニュースが議論を呼んでいます。

＜映画＞「靖国」上映、映画館が相次ぎ自粛
靖国神社を描いたドキュメンタリー映画「靖国　ＹＡＳＵＫＵＮＩ」をめぐり、４月１２日からの上映を決めていた映画館５館が３１日までに上映中止を決めた。
映画は文化庁が管轄する「日本芸術文化振興会」から約７５０万円の助成を受けていた。週刊誌に「反日的内容」との記事が掲載され、自民党議員の一部から助成の妥当性を疑問視する声が上がり、全国会議員を対象とした異例の試写会も開かれた。
（3月31日21時29分配信毎日新聞
より一部抜粋）
映画という表現手段は、憲法２１条が保障する言論及び表現の自由に含まれるはずのものです。それにもかかわらず、一部の者による不当な圧力によって上映が中止され、映画の表現の場が制限されてしまいました。確かに映画館は上映できる映画の本数にも限りがあり、どの映画を上映するか選ぶ権利はあるでしょう。しかし、映画という表現手段は、映画館で放映されて人々の目に触れてこそ意味があるものであり、やはり慎重な判断が必要と思われます。
また、この事件は、「助成金が払われた」ということを切り口にし、政治家が表現内容に介入しているものとも思えます。 “試写会”という形をとってはいるものの、このような事前のチェックも異様といわざるをえないように思われます。助成を介し、国家と芸術の関係に、どのような問題が出てくるのでしょうか。
私たちの班では、この事件の問題点から、“表現の自由”について２週を通して議論したいと思っています。
予習にあたっては、まず事実の概要を把握してきてください。その上で、この上映中止について問題になりそうなことを予習してください。
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· １１日（金）中にあげます。すみません。
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